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国立長寿医療研究センター 概要

高齢者の心と体の自立を促進し、健康長寿社会の構築に貢献します

Together, we have a vision for rebuilding the old ward, after 50 years, into the Orange Hospital, a core facility 

for “building a dementia-friendly community,” to integrate research and medical care, which will be the symbol 

of Orange Town. We will strive to practice appropriate care, dementia rehabilitation, and family classes promot-

ed by the NCGG and return the results to the community and the public.

Frailty refers to a state in which, although able to lead an independent life, one is vulnerable to various stress-

es, due to changes in organ functions which accompany aging. This condition is a major obstacle to realizing 

a society of healthy longevity. With the Locomo-Frailty Center at the core, we hope to elucidate pathologies 

and establish treatment strategies for related conditions, such as sarcopenia and locomotive syndrome. 

Further, the active use of robots is imperative, and I plan to emphasize the role of the Center of Assistive 

Robotics and Rehabilitation for Longevity and Good Health. Through these research activities, I hope to partici-

pate in the development of new industries and contribute even a small amount to the longevity of our nation. 

Beyond these research and development pursuits, the NCGG will continue to improve our meticulous consul-

tation and medical services for older adults more than ever. In these pursuits, I humbly request your continued 

advice and encouragement.

Hidenori Arai, MD. PhD.
President, the National Center for Geriatrics and Gerontology

  

National Center for Geriatrics and Gerontology

病院 研究所

健康長寿支援
ロボットセンター



保健・福祉分野とも連携し、高齢者の生活機能の向上をめざします

健康長寿支援ロボットセンター 概要
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移動・移乗
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ᾱᾠᾇᾌ介護機器開発・標準化事業担当
robot-kaigo@amed.go.jpΏ
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■ 「効果測定・評価事業」

【目標・実施内容】

科学的及び統計的に妥当なᾋὺὨᾷによる効果評価を実施することにより、ᾱᾠᾇᾌ介護機器の改
良・改善に資するὬᾗᾋᾷώ、及びᾱᾠᾇᾌ介護機器を活用した介護による高齢者等の自立支援、介
護従事者の負担軽減、介護現場の業務効率化等を示すὬᾗᾋᾷώを創出することを目標とします。

事業は、介護現場での介護機器の評価試験に知見を有する学術・医療機関等を研究代表者とし、効
果評価を実施する医療機関・介護施設等（以下、介護施設等）、業務管理支援を行うύᾷέᾃᾷέ等
業務管理支援機関を含む共同体で実施します。

対象重点分野：重点分野Ａの4分野5項目
委託金額：2.3億円/年（全体）

研究開発課題名 代表機関 研究開発代表者

ᾱᾠᾇᾌ介護機器の科学的効果検証研究 医療法人社団大和
会 大内病院

副院長、認知症疾患医療὿ᾷᾃー長
松井敏史

ᾱᾠᾇᾌ介護機器の効果検証のための標準的
ᾛᾱᾌίᾯの策定を目指す実証研究

国立研究開発法人
国立長寿医療研究
὿ᾷᾃー

健康長寿支援ᾱᾠᾇᾌ὿ᾷᾃー長
近藤和泉

【平成30年度採択課題】
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健康長寿支援ロボットセンター 概要

2014年の開設以来、さまざまな企業との共同開発・実証を実践

併設する病院での実証 ／ 協力施設における実証
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受付

相談対応

体験展示

試用貸出

電話・メール・ホームページ問い合わせフォーム

当センターへ来院・zoomミーティング

相談窓口の流れ

受付

相談対応

研究者間打ち合わせ

リビングラボ取次

介護
現場

開発
企業

※体験展示は時期によって内容が異なります。詳細はお問い合わせいただくか、ホームページをご確認ください



リビングラボとは？
“生活空間（Living）を実験室（Lab）に” をコンセプトに、

新しいテクノロジーの開発にユーザーが参加する
オープンイノベーションの拠点

本事業における「リビングラボ」の位置付けは、介護現場のニーズに即した
介護関連テクノロジーの開発および汎用化のプロセスを支援する拠点

スマートライフケア共創工房
（国立大学法人 九州工業大学）

柏リビングラボ
（国立研究開発法人 産業技術総合研究所）

URL https://www.iot.kyutech.ac.jp/?page_id=790

紹介動画 https://youtu.be/enZUh8XEHKw

URL https://unit.aist.go.jp/harc/arrt/ARRT.html

紹介動画 https://youtu.be/Vf9ZcAPj13Q

模擬環境に
おいて、
プロトタイプ
性能評価・
安全性検証●

●

https://www.iot.kyutech.ac.jp/?page_id=790
https://youtu.be/enZUh8XEHKw
https://unit.aist.go.jp/harc/arrt/ARRT.html
https://youtu.be/Vf9ZcAPj13Q
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●●

Care Tech ZENKOUKAI Lab
（社会福祉法人 善光会 サンタフェ総合研究所）

Future Care Lab in Japan
（SOMPOホールディングス(株)、SOMPOケア(株)）

URL https://caretechlab.sfri.jp

紹介動画 https://www.youtube.com/watch?v=P2_OoOX8NZ0

URL https://futurecarelab.com/

紹介動画 https://youtu.be/XRbjv9f3if4

介護施設の
併設あり、
現場実証に
直結

https://caretechlab.sfri.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=P2_OoOX8NZ0
https://futurecarelab.com/
https://youtu.be/XRbjv9f3if4
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藤田医科大学ロボティックスマートホーム・
活動支援機器研究実証センター

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
健康長寿支援ロボットセンター

URL https://www.fujita-hu.ac.jp/rsh-aat/

紹介動画 https://youtu.be/oLSNRafp6ow

URL https://platform-ncgg.jp

紹介動画 https://youtu.be/bkJf8WxGfMU

医療・介護分野に精通、
医学的実証を⽀援

●
●

https://www.fujita-hu.ac.jp/rsh-aat/
https://youtu.be/oLSNRafp6ow
https://platform-ncgg.jp/
https://youtu.be/bkJf8WxGfMU


▷ニーズ調査支援
現場でのニーズを集約し、開発企業に助言

▷製品評価・効果検証
医療・介護における安全性や有効性の評価・検証

▷効果実証に関わる支援
効果指標や測定・分析方法に関する助言、
倫理審査に関する支援

▷実証の場に関わる支援
実証協力施設と開発企業とのマッチング

トレッドミル
動作分析

筋電測定

医学的に適切な対象者における実証

長寿研リビングラボ
専用ホームページ：platform-ncgg.jp
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プラットフォーム事業の各種対応数

リビングラボネットワーク

（当日供覧予定）

（当日供覧予定）



当センターにおける実証課題および好事例

開発
企業

介護
現場

見守り機器および付加機能によって医学的な観点から
ケアの質が改善することを示すため、実証実験を計画立案

見守り機器に、独自の付加機能を追加
→現場での活用にむけた医学的実証の依頼

導入済みの見守り機器に関するヒアリング
→運用上の課題、付加機能への要望を聴取
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真に役立つ「介護ロボット」とは

認知

摂食
嚥下

排泄

歩行
移動・移乗

排泄⽀援コミュニケーション

移動⽀援

スタッフ業務⽀援

⾷事⽀援

人 対 人のケアを充実させる、テクノロジーの有効活用を

移乗⽀援

⾒守り



介護現場

リビングラボとしての当センターの役割

開発企業

あいちサービスロボット
実用化支援センター

健康長寿支援
ロボットセンター

あいちロボット産業
クラスター推進協議会

開発企業

厚生労働省

関係省庁

職能団体

医療機関

各市町村

シニアボランティア



ご視聴ありがとうございました

介護ロボットの
開発・実証・普及のための

〒474-8511 愛知県大府市森岡町7丁目430番地

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター

　　　0562-46-2311(代表）  　　　0562-44-8518Tel Fax

E-mail

JR東海道本線 大府駅（西口）から

▶ 知多バス「大府（循環）線」
 「長寿医療研究センター」下車
▶ タクシー 
長寿医療研究センターまで約8分

 JR武豊線 緒川駅（東口）から

▶ 東浦町運行バス「1.長寿線」 
 「長寿医療研究センター」下車
▶ タクシー 
長寿医療研究センターまで約10分

電車でお越しの場合

大府市内から

▶ 大府市循環バス 
「長寿医療研究センター」下車

東浦町内から

▶ 東浦町運行バス
「長寿医療研究センター」下車

バスでお越しの場合

platform-ncgg.jp

中央町7丁目

朝日町二丁目

折 戸

至知立

大府駅前

N

platform2020@ncgg.go.jp（健康長寿支援ロボットセンター）

相談窓口  二つ折り 表面

platform-ncgg.jp


